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人と緑輝くまちづくり 

梓川地区まちづくり協議会 会長 小松 一喜 

 

梓川地区の皆様、日頃より当協議会の活動にご理解とご協力を賜り深く感謝申し上げます。  

このたび、梓川地区まちづくり協議会会長の重責を担うことになりました上野町会の小松一喜と申し

ます。 

当協議会では、これまでの事業を基盤としつつ「梓川地区まちづくり１０年計画」に基づき、活力が

あり魅力あふれた梓川地区を目指して、令和８年度も活動をさらに推進してまいります。 

 地区の大きな課題である「公共交通空白地」の解消及び交通弱者の移動サービス確保として、昨年

４月から「のるーと松本」の本格運行が始まりました。この一年で、利用者は少しずつ増加していま

すが、運行継続の目安となる１日５０人の乗車には至っておりません。引き続き、当協議会でも利用

促進に取り組んでまいりますので、地域の皆様の更なる積極的な利用をお願いいたします。 

 次に、梓川支所や公民館、福祉センターなど老朽化した公共施設を今後どうしていくかという課題

があります。市から地域拠点のあり方や位置づけが示された後、地域づくりセンターと連携して、先

を見据えた施設となるよう検討を進めたいと思います。また、梓水苑・松香尞については「令和１０

年３月３１日以降も、現在の機能を維持し営業を継続する」との方針が市から示されました。現在の

機能の維持を前提に、施設の魅力向上及び経営改善に向けた提案を行いたいと考えております。 

地域振興については、一昨年から取組みが始まりました、松本商工会議所青年部が中心となり開催

する花火大会を支援する予定です。また、梓川地区スポーツ祭、梓川文化祭（梓秋祭）などのイベン

トを通じて、世代を超えた交流に努めてまいります。 

 私が住む上野からは、風光明媚な梓川地区の自然の美しさが眼下に広がります。この美しい郷土の

地域づくりを、住民の皆様、各種団体の皆様と力を合わせて進めていきたいと考えております。役員

一同、精一杯取り組んでまいりますので、皆様の積極的なご参加と温かいご支援を心よりお願い申し

上げ、ご挨拶といたします。  
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